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“やりたい”から始まる学び 子どもたちの主体性が輝いた２学期 

 
朝夕の寒さが一段と厳しくなり、間もなく本格的な冬がやってきます。保護者の皆様、地域の皆様に

は、本校の教育活動の推進にご理解とご協力をいただきありがとうございます。お陰をもちまして、本

日、第２学期の教育活動を終え、終業式を迎えることができました。 

さて、早いものでもう２０２０年も終わろうとしています。思い起こせばコロナ禍の臨時休業を受

け、授業時数の確保のため2学期は8月20日から開始しました。引き続き、各行事・取組にも制約があ

り「新しい生活様式」を追究しながら、学びの機会の保障をどのように確保していくのか試行錯誤を繰

り返し実施してきました。そのような中でも、陸上記録会（５・６年）、マラソン大会、駅伝（6年）、

敬老会の発表（4年）、音フェス発表（5年）、学習発表会、修学旅行（6年）、人権旬間、縄跳びの体

力つくり等、各行事・取組ごとに、子ども達はそれぞれの学年で力を発揮してきました。これら各行

事・取組、多岐にわたる学習体験の経験を通して、どの学年の子ども達もぐんぐんと力をつけていきま

した。コロナ禍に係り、授業参観等で子ども達の成長した姿を見ていただく機会が少なかったことは誠

に残念でした。 

いよいよ明日から１３日間の冬休みが始まります。お忙しくされていることとは思いますが、いつも

よりかは、子ども達とたっぷりと関わりコミュニケーションも取れることと思います。ぜひ年末年始の

行事は子ども達と一緒に過ごしていただき、ふれあいを深める機会にしてほしいと思います。お家の方

との温かい団欒は子ども達にとって心のエネルギーになり、３学期の頑張る力に繋がります。 

新年を迎えるにあたって『一年の計は元旦にあり』と言われているように、新年を新たに、子どもが

決意したことなど、思いを受け止めていただき、親でしか後押しできない言葉、親子でしか伝わらない

言葉があるように思います。子ども達は、ある意味、家族の一員としてご家族からの言葉を待っている

ように思います。しっかりと我が子の決意（志）が継続していきますよう、後押しできる言葉かけをよ

ろしくお願いします。我が子のことをいつもどんな時でも気にかけ見ていけば、きっと心の中から湧い

てくる言葉がその都度見つかると思います。 

  

1/1 木 学校業務休止日 

1/2 金 学校業務休止日 

1/3 土 学校業務休止日 

1/4 日 学校業務休止日 

1/８ 木 ３学期始業式  11:30下校 

1/９ 金 給食開始  ５時間短縮１4：３０下校 

1/1３ 火 理科朝会 児童委員会 

1/1５ 木 児童朝会 

1/１６ 金 新一年生体験入学（１・５年交流） 

1/２０ 火 書初め展  CRT（国語） 

1/２１  水 書初め展  CRT（算数） 

1/2２ 木 

音楽朝会 書き初め展（最終日） 

授業参観日③全学年 ④講演会（5，6年） 

※ 講演会は保護者・地域の方もご参観いた

だけます。（詳細は後日） 

1/2６ 月 新一年生入学説明会 

1/2８ 水 ネットトラブル対策講座 

1/２９ 木 認知症サポーター講座（4年） 

１月行事予定 
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大きな行事の多い２学期も、いよいよ終わりを迎えます。今年は９月には記録的な暑さが続き、はじめて

熱中症警戒アラートによる臨時休業を経験しました。その後は急に冷え込み、紅葉を楽しむ間もなく冬の

気配が訪れました。季節の変化の速さに驚かされる一年でしたが、子どもたちはその中でたくましく学び、

成長してきました。 

今年は、教師が考えて決めるのではなく、子どもたち自身が考え、主体的に取り組むことを大切にして

きました。その思いを込めて、行事の取組方を見直し、子どもたちが自分の力で挑戦できる場を増やしま

した。 

「かやっこチャレンジラン」では、「得意な子も苦手な子も、誰もが目標をもち前向きに取り組むことがで

きる」ことをテーマに取り組みました。当日までの間、自分で目標を立て、挑戦し、また新たな目標に向かう

子どもたちの姿が見られました。自分の成長を実感しながら、次の目標に向かう子どもたちの表情はとて

も輝いていました。 

学習発表会では、「伝えたい、聞きたい、話したい 〇〇したいがいっぱいの学習発表会」をテーマに、ふ

るさとについて学んだことを自分の言葉で伝えたいという思いを大切に、各学年が工夫を凝らした発表を

行いました。保護者や地域の方から「子どもたちのふるさとを大事に思う気持ちが伝わってきた」「これか

らもふるさとを大事に思う気持ちを持ち続けてほしい」とうれしい感想をいただきました。 

さらに、子どもたちが企画から運営まで取り組んだ「チーム遊び」や「大縄大会」では、高学年がリーダ

ーシップを発揮し、低学年がそれに応える姿がありました。こうした活動は、学校のよい文化、よい伝統へ

と育っていると感じます。どの取組にも共通していたのは、子どもたちがワクワクしながら、みんなで考え、

力を合わせる姿でした。 

明日からは約２週間の冬季休業に入ります。子どもたちはご家庭や地域で多くの時間を過ごします。家

族の一員、地域の一員としての役割を果たす機会になればと願っています。ぜひご家庭でも、新しい年の

目標や抱負について話し合っていただけると嬉しいです。 

最後になりましたが、子どもたちの健やかな成長のため、いつも本校を支えてくださっている保護者の

皆様、地域の皆様に心より感謝申し上げます。来年も引き続きご支援・ご協力をいただきますようお願い

申し上げます。 

どうぞよいお年をお迎えください。 

            校長  

 

～冬季休業中の電話対応について ～ 
冬季休業中、何かありましたら、加悦小学校 

（４３－１５５２）までご連絡ください。 

なお、冬季休業中の夜間等の自動電話対応は以下

のとおりとなっております。 

・平日は、17時 15分から翌朝 8時 30分まで 

・土日祝日および学校業務休止日（１２月 28日  

～1月 4日）については終日となります。 

緊急時連絡先  kaya-es-kinkyu@kyoto-be.ne.jp 

芸術鑑賞 ～影絵劇団かしの樹による影絵劇に子どもたち感動～ １２月１１日（木）
芸術鑑賞会として、埼玉県にある影絵劇団かしの樹に来ていただきました。初めて影絵を見る子も多

かったようで、光と影の織りなす舞台演出に、あっと驚くワクワク感を体験しながら楽しい時間を過ご

すことができました。内容は「シルエットファンタジー」「影絵劇はらぺこプンタ」「影絵なんでも質問コー

ナー」の 3 部構成でした。シルエットファンタジーが始まると、子どもたちはすぐに影絵の世界に引き込

まれていきました。約 90分間ありましたが、 

あっという間に時間が過ぎていったようです。 

最後には舞台裏も全員が見学させてもらいま 

した。 

これからも「本物」に触れることで子どもた 

ちが芸術の多様性を理解し、豊かな感性や表 

現のすばらしさを感じる心を育んでいけるよ 

うにしたいと思います。 

令和７年 12 月 24 日 

＜学校教育目標＞ 

多様な人とつながりながら 主体的に学び  

粘り強く挑戦し続け 未来を切り拓く児童の育成 

 

１月行事予定 地震の避難訓練を実施しました
１２月５日（金）の休み時間中に地震が起こっ

た想定での避難訓練を行いました。加悦中学

校と合同での避難訓練を計画していましたが

天候等の関係により、合同とはなりませんでし

た。休み時間の訓練のため、大人がいない場

所で訓練が始まる可能性を子どもたちにイメ

ージさせ、事前の指導では様々な場面におい

ての避難の仕方や避難をするときに大切なこ

とについて考えました。その際、４年生が総合

的な学習の時間に防災について学ぶ中で作成

した「避難訓練～自分の命を守るためにでき

ること～」という動画を、全校がそれぞれの教

室で視聴しました。訓練ではその場にいた高

学年が低学年に「机の下に入って。」と声を掛

けたり指示を出したりするなど、その場の状況

に合わせた避難行動をする様子も見られまし

た。今後も自分の命を守るために安全な行動

を自ら考え、判断してできるように学校でも

指導していきます。ぜひ、ご家庭でも話題にし

てください。 

４年生作成動画 

mailto:kaya-es-kinkyu@kyoto-be.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
第
十
八
回
与
謝
野
町
子
ど
も
発
表
会
」
代
表
作
品 

「
気
候
危
機
、
ど
う
す
る
？
」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
悦
小
学
校
六
年 

 

み
な
さ
ん
は
「
地
球
温
暖
化
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
。
「
オ
ゾ
ン
層
」
は
。
「
気
候
危
機
」
は
。
知
っ
て
い
る
人
も
知
ら
な
い
人
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
わ
た
し
は
、

六
年
生
に
な
る
ま
で
、
「
地
球
温
暖
化
」
に
つ
い
て
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
き
ち
ん
と
し
た
意
味
ま
で
は
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
六
年
生
に
な
っ
て

二
つ
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
「
地
球
温
暖
化
」
や
「
気
候
危
機
」
に
つ
い
て
理
解
し
、
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
、
誰
も
が
関
係
す
る
「
地
球
温
暖
化
」
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。 

地
球
温
暖
化
と
い
う
の
は
、
人
の
活
動
に
よ
っ
て
増
え
す
ぎ
た
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
が
地
球
の
熱
を
宇
宙
に
逃
が
し
に
く
く
し
、
地
球
の
平
均
気
温
が

上
昇
す
る
現
象
で
す
。
ま
た
、
太
陽
か
ら
の
有
害
な
紫
外
線
を
吸
収
し
て
生
物
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が
、
オ
ゾ
ン
層
で
す
。
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
が
進
む

原
因
は
化
石
燃
料
の
燃
焼
や
森
林
伐
採
な
ど
で
す
。
そ
し
て
、
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
台
風
の
数
が
増
え
た
り
、
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
が
増
え
た
り
す
る
な
ど
の
気
候
の
変

化
を
「
気
候
危
機
」
と
い
い
ま
す
。
実
際
に
、
千
八
百
年
代
と
比
べ
る
と
地
球
の
平
均
気
温
は 

 

℃
も
上
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
宮
津
の
観
測
地
点
で
も
同
様
の
変
化

が
あ
り
、
新
し
い
日
常
へ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

わ
た
し
が
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
つ
目
の
出
合
い
は
、
「
た
っ
た
２
℃
で…

」
と
い
う
本
を
読
ん
だ
こ
と
で
す
。
地
球
温
暖
化
は
気
温
だ
け
で
な

く
、
海
の
水
温
も
上
げ
て
い
ま
す
。
海
水
が
２
℃
上
が
る
と
、
海
の
魚
や
珊
瑚
が
死
ん
で
い
っ
た
り
、
南
極
の
氷
が
溶
け
て
、
生
き
物
が
生
き
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
陸
上
で
も
、
植
物
が
育
た
な
く
な
り
、
食
料
や
住
む
場
所
を
失
わ
れ
る
生
き
物
が
出
て
き
ま
す
。
地
球
の
平
均
気
温
が
２
℃
上
が
る
こ
と
で
、
生
き
物
や
植
物
、

そ
し
て
わ
た
し
た
ち
人
間
も
生
き
て
い
け
な
く
な
る
の
で
、
こ
れ
以
上
、
気
温
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

も
う
一
つ
の
出
会
い
は
、
加
悦
小
に
特
別
授
業
に
来
ら
れ
た
杉
山
先
生
で
す
。
杉
山
先
生
は
東
海
学
園
大
学
や
名
古
屋
大
学
の
先
生
で
あ
り
、
世
界
中
で
地
球
温
暖
化
や

気
候
危
機
に
つ
い
て
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
杉
山
先
生
は
ま
ず
、
「
ゆ
で
ガ
エ
ル
」
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
カ
エ
ル
を
熱
湯
に
入
れ
る
と
、
す
ぐ
に
気
付
い
て
に
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
水
に
入
れ
て
少
し
ず
つ
温
め
る
と
、
カ
エ
ル
は
ゆ
で
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
か
ず
、
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
、
わ
た
し
た
ち
は
ま
さ

に
、
こ
の
ゆ
で
ガ
エ
ル
の
よ
う
に
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
少
し
ず
つ
温
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
す
。 

杉
山
先
生
の
話
の
な
か
で
、
も
う
一
つ
心
に
残
っ
た
こ
と
は
「
十
の
行
動
」
で
す
。
こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
の
こ
と
で
す
。
地
球
温
暖

化
を
止
め
る
方
法
な
ん
て
分
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
に
も
出
来
る
こ
と
が
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
電
気
を
付
け
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
使
わ
な
い
部
屋
の
電
気

は
消
す
、
日
中
は
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
日
光
で
過
ご
す
な
ど
の
節
電
は
今
す
ぐ
に
で
も
出
来
そ
う
で
す
。
ま
た
、
家
庭
科
で
習
っ
た
５ 

 

を
意
識
し
て
、
ゴ
ミ
を
減
ら
す
生
活

を
し
て
、
ゴ
ミ
を
燃
や
す
た
め
に
二
酸
化
炭
素
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
た
い
で
す
。 

そ
れ
で
も
、
地
球
温
暖
化
を
止
め
る
こ
と
は
、
そ
ん
な
に
簡
単
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
「
み
ん
な
で
や
ろ
う
」
と
声
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
た
め
、
十
五
歳
の
時
に
自
ら
声
を
上
げ
た
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
の
よ
う
に
、
自
分
か
ら
「
二
酸
化
炭
素
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
よ

う
」
と
声
を
上
げ
て
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
た
い
で
す
。
今
日
が
そ
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。 

「
地
球
温
暖
化
」
に
つ
い
て
、
分
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
わ
た
し
は
地
球
温
暖
化
と
自
分
は
関
係
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
本
を
読
ん
だ
り
、
杉
山
先
生
の
話
を

聞
い
た
り
し
て
、
自
分
に
も
み
ん
な
に
も
関
係
の
あ
る
話
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
一
人
の
力
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
行
動
す
れ
ば
、
食
い
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
生
活
を
す
る
と
き
に
「
十
の
行
動
」
を
意
識
し
た
り
、
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
た
り
考
え
た
り
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん

な
で
、
地
球
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

★ 
 

さ
ん
は
当
日
に
向
け
て
、
家
や
学
校
で
発
表
練
習
を
繰
り
返
し
、
知
遊
館
の
ス
テ
ー
ジ
で
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、
聞
い
て
い
る
人
の
心
に
伝
わ
る
素
晴
ら
し
い
発
表
を
し
ま
し
た
。 

 

＜６年生＞加悦中学校体験入学・部活動体験（１２月９日） 
６年生が加悦中学校へ体験入学や部活動体験に行きました。いよいよ小学校生活が残り少なく

なり、中学校入学へ少しずつ準備が進んでいきます。体験入学では、中学校生活で大切にしてほし

いこととして、授業を大切にすること、集中して取り組む力を身に付けること、粘り強く、チャレン

ジする気持ちを持つことなどの話を聞きました。その後の体験授業では、英語と数学のうちそれ

ぞれが選択した授業を受け、中学校の学習内容を取り入れた授業を体験しました。そして部活動

体験では、中学生に教えられながら生き生きと活動することができました。 

1.55 

R 

 異年齢班のチームで練習してきた成果を発揮する大縄跳び大会を行いました。児童会本部役員

が中心となって大会を進行し、どのチームもつながりを大切にし、記録に挑戦する大成功の大会と

なりました。当日までには、業間休みに練習を 

積み重ね、跳べる回数を増やすことだけで 

なく、言葉のかけ方、学年に応じた役割を 

果たすことなどを大切にしてきました。児童 

が主体となり取組を進める中で、たくさんの 

良さが見られました。 

 ４年生が宮津天橋高等学校加悦谷学舎のア

スリートコースの生徒と交流をしました。加悦

谷学舎に行かせていただき、高校生に教えて

もらいながらいろいろな運動を楽しみました。 

 生活科の学習で、２年生が手作りのおもちゃ

を作り、１年生におもちゃ作りを教えてあげよ

うと開催したおもちゃ祭り。２年生がどうすれ

ば１年生が楽しめるかを考えながら一生懸命

準備してきました。当日は２年生のやさしい関

わりに１年生も大喜びでした。 

 

 


